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カスタマーハラスメントについての基本方針 

 

公益財団法人三重県水産振興事業団（以下、この法人という。）の事業や運営に対する利

用者等の意見、要請は、業務改善や公益活動の質の向上を図るうえで貴重な機会であり、真

摯に対応します。 

一方で、この法人に対する過度な要求や社会通念上許容される範囲を超えたカスタマー

ハラスメントに対しては、職員の安全と心身の健康を守り、安心安全な就業環境と公正な事

業運営を維持するため、組織として毅然とした態度で対応します。 

 

１ カスタマーハラスメントの定義 

この法人におけるカスタマーハラスメントとは、この法人の利用者等からの「 妥当性を欠

く要求」または 要求を通すための手段、態様が社会通念上不相当なもの」を指します。具

体的には以下のような言動が含まれます。 

・ 職員に対する暴行、傷害、脅迫、威圧的な言動、暴言、侮辱、人格否定発言 

・ 規程や要領に反する採択や決定の要求、契約や受託範囲を超えた不当な対応への強

要、土下座や金銭補償の不当要求 

・ 長時間の拘束、電話の不当な長引かせ、同一内容の過剰かつ執拗な反復や問い合わせ 

・ プライバシー侵害、名誉毀損：「許可のない撮影、録音、SNS やインターネット等で

の職員個人の実名、顔写真の公開や誹謗中傷 

・ 職員に対する性的な発言、身体への接触、つきまとい行為 

 

２ カスタマーハラスメントへの対応方針 

この法人は、カスタマーハラスメントに対して、以下のように対応します。 

 １）組織的対応 

担当職員個人に対応を抱え込ませず、組織として速やかに連携して対応します。 

 ２）対応・手続きの中止 

カスタマーハラスメントに該当すると判断した場合は、電話の切断、面談の中断

をします。また場合によっては事業、手続等の対応を断り、停止します。 

３）法的措置及び専門機関連携 

暴力、不法侵入、脅迫、著しい業務妨害などの悪質な行為に対しては、警察への

通報や弁護士と連携のうえ、民事、刑事の両面から法的措置を講じます。 

４）記録の保持 

事実関係の正確な把握および適切な運用のために、必要に応じて電話の録音や

面談内容の記録、映像保持を行います。 

５）職員への支援 

相談窓口を設置し、被害を受けた職員のメンタルケアやフォローを迅速に行い

ます。 


